










学校における不登校児童生徒数は 119,617 人 ( 前年度
112,689 人 ) で，５年ぶりに増加に転じた。また，小・中・
高等学校における暴力行為発生件数は 59,168 件 ( 前年
度 55,836 件 )，小・中・高・特別支援学校におけるいじ













































立中学校における 30 日以上の長期欠席者は，平成 25 年
度間に比べて 33 人減の 800 人で，全生徒に占める長期
欠席者の比率は 2.63% で低い順に全国第３位（前年度３
位）であった。このうち，不登校（病気や経済的な理由
以外で年間 30 日以上欠席する）生徒は前年度比 58 人減
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・学校規模：大規模校 ( 普通級 16 ～ / ５校），中規模校




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































部科学省の調査 (2015) では，平成 25 年度の学年別不登
校児童生徒数は小学６年が 8,010 人に対し，中学 1 年は
22,390 人にのぼる。なお，経年比較では平成 24 年度小



































































































































































































































































































－ 66 － － 67 －
教育相談体制の充実についての検討
的援助ができると考えられる。コンサルテーションの目
的として黒沢ら (2004) はコンサルティ自身の仕事への
対処（現在のこと），（コンサルタントの援助を受けなく
ても）自分の力で自分の所属するコミュニティの中で自
分の経験を生かして仕事上の応用問題を解けるとするこ
と（将来のこと）と述べている。今回の調査でも，カウ
ンセリング指導員が学級担任，若手教員に働きかけをし
ている場面が多く聞かれ，内容的には指導より情報提供
や示唆を与えるような援助が多く見られた。また，担任
の力がつかないといけない，力をつけていくのも指導員
の役割という声も聞かれ，カウンセリング指導員がいな
くても学級担任，若手教員が自分で問題に対応できるよ
うにするための援助も見られた。このように「指導員」
という立場にはコンサルテーションの能力も求められて
いると考えられる。一方でカウンセリング指導員（教育
相談担当教員）と学級担任は同じ教諭の立場にあり，「異
業種」ではなく「同業種」となり，学校内の事情が分か
る者同士という利点もあるが，同じ教諭という立場同士
でコンサルテーションを行うことは，実際は簡単ではな
いという指摘もある。今回の調査でも，カウンセリング
指導員の悩みとして担任との役割分担についての言及が
多く，カウンセリング指導員は担任のサポートをしたい
が，あまり踏み込みすぎてはいけないというジレンマを
抱えているように思われた。黒沢 (2001) は，教育相談
担当教員によるコンサルテーションの難しさを克服する
ための留意点やコツとして①ワンダウンの姿勢②相手を
ほめる，ねぎらう③協働の姿勢（相互コンサルテーショ
ン）④チーム援助⑤コーディネーターをあげている。こ
のような手法を教育相談担当教員であるカウンセリング
指導員が身に付けて担任等のコンサルテーションをして
いくことによって，よりよい教育相談体制づくりにつな
がると考えられる。そのためにも，カウンセリング指導
員や今後各学校に整備されるかもしれない教育相談担当
教員については，学校全体の中での位置付けや役割の明
確化，仕事の領域や権限についても考慮されることが必
要である。
　今回の調査では，中学校においてカウンセリング指導
員が教育相談機能に果たしている役割や効果，課題を明
らかにすることを目的として，９校９名のカウンセリン
グ指導員にインタビュー調査を行ったところ，日々の活
動の現状について貴重な意見を聞くことができた。一方
で，あらかじめ質問項目は整理していたものの，インタ
ビューの流れに合わせて，聴き方や順番を変えた結果，
カウンセリング指導員の率直で本音に迫る様々な思いや
意見を多数聞くことができた反面，質問項目に沿ったイ
ンタビュー内容の集約化や詳細な考察に及ばなかったの
は筆者の力不足である。今回得られた数多くの貴重な言
葉が，今後のカウンセリング指導員の役割や機能を考え，
またカウンセリング指導員を生かした教育相談の体制づ
くりの在り方を検討する上で，一助になることを期待し
たい。
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